
【保護林管理委員会限り】 

ナラ枯れ及びマツ枯れ被害の発生に伴う「保護林管理方針書」の変更について 

 

１ 「保護林管理方針書」の変更理由 

 近年、保護林内においてもナラ枯れ及び松くい虫による被害の発生や急激な増加を

受け、別紙様式「保護林管理方針書」の保護・管理及び利用に関する事項の記載を見

直し、今後、被害対策等を円滑に講じていくこととするもの。 

 

２ 該当保護林 

（１）侍浜松希少個体群保護林（三陸北部森林管理署久慈支署） 

（２）田沢湖コナラ遺伝資源希少個体群保護林（秋田森林管理署） 

（３）八間山クロマツ遺伝資源希少個体群保護林（庄内森林管理署） 

 

３ 被害状況と保護・管理及び利用に関する事項の見直しについて 

（１）侍浜松希少個体群保護林（三陸北部森林管理署久慈支署 185 ほ 1、ほ 2 林小

班） 

令和６年度に、保護林内でナラ枯れ被害の発生を確認した【写真１】。被害木の

数量は、令和６年度６本（7.68ｍ³）、令和７年度 34 本（42.21ｍ³）となっている。

周辺地域へのナラ枯れ被害のまん延防止のため、防除対策として被害木の伐倒・

くん蒸処理を実施する。保護対象樹種であるアカマツについては、現在松くい虫

被害は確認されていないが、被害の拡大に備え健全木への薬剤注入等の防除対策

についても検討する。 

 

（２）田沢湖コナラ遺伝資源希少個体群保護林（秋田森林管理署 3066 や林小班） 

保護林の周辺地域でナラ枯れ被害が発生したことを受け、平成 28 年度から樹

幹注入を実施していたものの、令和７年度に保護林内でナラ枯れ被害の発生を確

認した【写真２】。被害木の数量は、胸高直径 70 ㎝以上の大径木 16 本を含む 53

本（99.29ｍ³）となっている。周辺地域へのナラ枯れ被害のまん延や、被害木が

隣接する道路等の利用に危険を及ぼすおそれがあるため、防除対策として被害木

の伐倒・くん蒸処理及び健全木への薬剤注入を実施する。 

なお、被害木については、林床や残存木等に改変を加えずに（天然更新に影響

を与えないで）搬出可能な場合は、活用することで駆除を効率的に行うことも検

討する。 

 

（３）八間山クロマツ遺伝資源希少個体群保護林（庄内森林管理署 1134 い林小班） 

前回調査時（平成 28 年度）では松くい虫被害は確認されていなかったが、令和

５、６年度に急激に増加した【写真３】。被害木数量は、令和５年度 92 本（90.86

ｍ³）、令和６年度 463 本（494ｍ³）となっており、本保護林全域でクロマツがほ

ぼ枯死している状況である。 
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なお、今後は残されたクロマツ生立木及び林内の更新状況等を確認し、本保護

林の目的である遺伝資源の保護・管理、保護林としての存続の可否を含めて検討

が必要。 

該当保護林における被害状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

  

保護林 

【写真１ 侍浜松希少個体群保護林】 

（三陸北部森林管理署久慈支署） 

【写真３ 八間山クロマツ遺伝資源希少個体群保護林】 

（庄内森林管理署） 

【写真２ 田沢湖コナラ遺伝資源希少個体群保護林】 

（秋田森林管理署） 

田沢湖 
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特別伐倒駆除更新
（被害率80%以上）

クロマツの更新を行っていくが、
民地との境界付近は倒木等の懸念も
あることから要調整

被害率80%以上
八間山クロマツ遺伝資源希少個体群保護林
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